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６月の特産品メニュー





2013年6月1日～30日まで











昔から南陽市の山間部ではそばの栽培がおこなわれ、そばを打ってお客様をもてなしたといわれます。そばはやや幅が広く色の黒い田舎そばですが、しっかりとしたコシがありながら、もちっとした食感がそば通に人気の一品です。




















山形の代表的な夏野菜。本来は海岸の砂地に自生するアカザ科の野草ですが、南陽市では昔から栽培され、発祥の地とされています。今でも、山形県が生産量日本一で、南陽市は県内第2位の出荷量です！


鮮やかな緑色と独自のしゃきしゃきした触感が特徴。カルシウムやビタミン類も豊富に含まれ、栄養価が高い食品です。











米沢豚一番育ちは、飼料、品種、管理、育て方など多方面からこだわり、特にビタミンEの強化を図っています。（ビタミンEが多いと、豚肉そのものの酸化が抑えられ、食卓に並ぶまで肉汁と旨味をたっぷりと含んだ新鮮な状態を保つのだそうです）


たっぷりの野菜と一緒にヘルシーにお召し上がりください。











上杉鷹山公の時代、蛋白源の不足を補うために考えられた栄養食品で、背開きで白焼きにしたフナを素揚げした後、甘辛い味付けをした伝統食品です。








